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原生林だった牧之原台地（慶応以前）

原生林だった台地を大茶園地に
～牧之原開拓の歴史～

【牧之原開拓の様子】

【蓬莱橋（島田市）】

牧之原地域は、大井川下流右岸に小高く連続して広がる
広大な洪積台地であり、東海道ベルト地帯の中央部に位置
する交通上の要であるとともに、現在は我が国最大の茶産地
として知られています。
しかし牧之原地域における茶園開発が始まったのは明治

以降のことであり、それ以前は古代に堆積した礫土によって、
地元の農民も寄り付かない原生林であったと言われています。
温暖な気候と緩やかな地形を持つ、茶の栽培にとっては恵

まれた環境にありながら、台地の宿命というべく水利に恵まれ
ず、かんがい用水はもちろん飲み水にも事欠く状況の中、牧
之原台地の開拓が細々と進められていました。

牧之原の礎を築く徳川幕臣と川越人足たち（慶応～明治初期）

【中條景昭（1827～1896年）】

慶応3年（1867年）、15代将軍・徳川慶喜は大政奉還により駿府（今の静
岡市）に隠居します。護衛のために同行した家臣（後の新番組）は、徳川家
が版籍奉還により藩知事になると、その任務を解かれ職を失ってしまいます。
そこで明治2年（1869年）、中條景昭（ちゅうじょうかげあき）を隊長とした約
300人の士族が、新たな就業の場として、荒れ野原だった牧之原台地での
茶畑の開墾を決断します。これが後に日本一の茶園地となる牧之原地域の
本格的な開拓のはじまりといえます｡
時同じくして明治3年（1870年）、大井川の渡渉制度である川越し制度が

廃止され、大井川の両岸にいた約1300人の川越え人足も職を失ってしまい
ます。この時、世話役・仲田源蔵が中心となって川越え人足救済の懇願活
動を続けることで牧之原南部への入植が認められ、33人の川越え人足と家
族が入植することになります。
こうして、牧之原地域に入植した士族と川越人足は、地元民も顧みない荒

れ野原で、開墾の労苦と水に苦しみながら開拓に尽力していったのです。

お茶に託した未来（明治中期～後期）

江戸末期､安政の開国によりアメリカなどとの貿易が始まり
ましたが､主要な輸出品は生糸と茶でした｡当時､欧米では茶
の需要が急激に伸びている時期でもあり､幕府に代わった明
治政府も殖産興業の立場から茶の輸出に力を入れようとし
ていました｡このような情勢の中､開拓指導の主要人物であっ
た勝海舟が牧之原の気候や土質が茶の栽培に適しているこ
とに目を向けたことで、お茶を中心とした牧之原地域の開拓
につながります。
その後、牧之原開拓地と島田との往来が蓬來橋（1879年）

によって可能となったことや、東海道線（1889年）の開通によ
り、金谷・菊川・掛川駅から鉄道輸送での出荷が可能となっ
たことで、牧之原のお茶が全国に広まっていくこととなります。
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【昭和初期の茶栽培風景（写真左）と製茶工場の様子（写真右）】

続く水の苦労（明治後期～昭和初期）

牧之原地域の開拓はその後も続きますが、生活の激変、慣れぬ開墾の労働により健康を害するものもあり、明
治10年頃からの茶価格の低迷も重なって脱落者が続出します。そして明治20年代、脱落した初期の入植者に
代わり地元農家が主役となって開拓を引き継ぎ、大正の初期には牧之原台地のあらかたの土地を拓き終えるこ
ととなります｡
しかし、牧之原の優良な土質や気候によりお茶の栽培は可能ではありましたが、地域の水不足はさらに深刻な

状況にあり、茶園地の拡大とともに切実な問題へと発展していくのでした。

歴史年表

年 全国の歴史 静岡県の歴史 牧之原の歴史 備考（トピック等）

1601(慶長 6年) 宿場伝馬制度設立 島田・金谷宿の誕生

1696(元禄 9年) 川越制度設立 島田・金谷各々に350人が配属

1867(慶応 3年) 大政奉還

1869(明治 2年) 版籍奉還、土地開墾規
制の制定 士族約300人が牧之原入植 牧之原地域の本格的な開墾が

はじまる

1870(明治 3年) 磐田郡55ヶ村で百姓
一揆が起こる 川越制度廃止 人足とその家族33人が入植し、

開墾をはじめる

1873(明治 6年) 地祖改正条例布告 勝海舟が牧之原を茶栽培
地域に選定

1877(明治10年) 西南戦争が起こる 牧之原茶が明治天皇から
嘉賞を受ける

1879(明治12年) 蓬莱橋完成

1889(明治22年) 市町村制施行 東海道線東京～静岡
間開通

1894(明治27年) 日清戦争が起こる 浜松米穀取引所設立

1897(明治30年) 清水港が開港外貿易
港に指定される

1945(昭和20年) 第二次世界大戦終戦 静岡大空襲

1947(昭和22年) 日本国憲法施行
登呂遺跡発掘
大井川農業水利事業
着工

1965(昭和40年) 日韓基本条約 牧之原畑地かんがい事業
請願 事業が本格的に動きだす

1968(昭和43年) 東名高速道路開業 大井川農業水利事業
完工

1977(昭和52年) 長島ダム建設着工

1978(昭和53年) 日中平和友好条約締結 国営牧之原土地改良事業
着工 前歴事業の着工

1997(平成 9年) 消費税が5％になる 国営牧之原土地改良事業
完工

造成された施設により牧之原に
水が行き渡る

2001(平成13年) 中央省庁再編 長島ダム竣工

2011(平成23年) 東日本大震災発生 国営造成土地改良施設整
備事業「牧之原地区」着工

老朽化した施設の整備がはじま
る

2018(平成30年) 米朝首脳会談 国営造成土地改良施設整
備事業「牧之原地区」完工

牧之原の農業を次世代につなぐ
施設整備が完了
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牧之原に水を ～前歴事業牧之原地区の実現～

水不足に悩まされながらも茶栽培は続けられますが、昭和30年代に入り、栽培技術の進歩に伴って干ばつ時

のかん水や病虫害防除、施肥のための水も多く必要となりました。さらに霜害・塩害防止にも水が有効であること

がわかり、地域の開拓やお茶生産の進展とともに水がさらに必要とされました。

そんな中、国営大井川農業水利事業では右岸用水路が牧之原台地を通過し、金谷から小笠に向けて大井川

の水が導水されることとなります。この満々と流れる様子を眼の前にした牧之原台地の茶農家は、何とか茶園の

畑地かんがいにこの水を利用できないかと奮い立ちます。しかし、当時のかんがい事業といえば従来からの水

田用水が主流で、茶園の施設かんがいなど皆無でした。そんな渦中でも長年労苦を重ね、不安定な茶栽培を

強いられてきた地元農家の水に対する思いは確固たるものとなり、｢牧之原に水を」をスローガンに関係機関へ

の陳情活動が続けけられました｡

【用水確保の苦労】

作業小屋の雨樋から雨水を集水
して貯水槽に水を確保。足りない
場合は、遠く離れた水源地まで
何往復も運搬する必要がありまし
た。

【干ばつ被害】

異常乾燥による干ばつで赤く変
色した茶園。干ばつ被害を受け
た茶樹は品質や収穫量の低下に
大きく影響しました。

【凍霜害】

春先の凍霜害によって新芽が枯
死した茶園。年間収入の多くを
占める新茶シーズンの収穫量と
価格に大きく影響しました。

長年に亘り水不足で苦労を重ねた不安定な茶栽培

牧之原畑地総合整備推進協議会を発足し事業化推進

その後昭和46年、新たな水源となる「長島ダム建設事

業計画」に牧之原地区の参画が決定されます。そして

ついに昭和53年、牧之原の広大な茶園地帯に、かん

水・病害虫防除・施肥・凍霜害防止などの多目的かん

がいを行う「国営牧之原農業水利事業」が着工されるこ

ととなります。

「牧之原に水を」をスローガンとした請願から13年、地

域の人々の苦労と努力が実を結び、長い歳月を経てよ

うやく牧之原台地を水で潤す悲願の事業が実現されま

した。

【長島ダム建設の様子（平成9年5月）】

水不足による被害
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牧之原用水を届ける様々な施設 ～前歴事業の実施～

大井川下流右岸に広がる牧之原台地の一大茶園地帯に対し、畑地への用水供給、病害虫防除、凍霜害防
止、塩害防止などを目的とした多目的かんがい施設として、取水工、導水路、揚水機場及び幹線・支線水路が
整備されました。加えて、関連県営事業によりファームポンド及び末端用水施設等が整備され、スプリンクラーを
はじめとした施設の近代化により、牧之原地域のお茶生産のさらなる向上と農業経営の安定、営農労力の節減
がなされることとなりました。

■国営牧之原土地改良事業概要

■主要施設紹介

川口取水工

牧之原揚水機場

金谷吐水槽

調整水槽

中部電力川口発電所で放流した水を牧之原地域に
導水するために再取水する施設で、大井川広域水
道用水供給事業と共同で施工されました。

取水量 農業用水 上水 所在地

9.045 m3/s 3.045 m3/s 6.000 m3/s
島田市
身成

川口取水工で取水した用水を地上の金谷吐水槽に
揚水する施設。場内に中央管理室が併設されてお
り、用水監視と制御を行います。

揚水量 実揚程 ポンプ規模 所在地

3.045 m3/s 170 m
Φ700mm×2台
Φ400mm×2台

島田市
大代

牧之原揚水機場から揚水された用水を中央幹線水
路及び掛川幹線水路に分水することで地区内へと
運びます。

総容量 有効容量 壁高 所在地

10,500 m3 8,100m3 5.90m
島田市
志戸呂

※ 写真は１号調整水槽の外観

水を適正に配分するための施設。地区内の複数個
所に設置されています。

関係市町
静岡県島田市、掛川市、旧相良町（現牧之原市）、旧榛原町（現牧之原市）、旧金谷町
（現島田市）、旧浜岡町（現御前崎市）、旧御前崎町（現御前崎市）、旧小笠町（現菊川
市）、旧菊川町（現菊川市） ２市７町

受益面積 5,145ha

事業工期 昭和53年度～平成9年度

造成施設
川口取水工、牧之原揚水機場、導水路（1・2号トンネル、大井川サイホン、大代川
サイホン）、金谷吐水槽、用水路：93.5 km、調整水槽：10箇所、
水管理施設：一式

施設名
有効
容量

施設名
有効
容量

１号調整水槽 9,400m3 ６号調整水槽 7,700m3

２号調整水槽 8,500m3 掛川調整水槽 6,200m3

３号調整水槽 8,700m3 坂本調整水槽 8,000m3

４号調整水槽 10,500m3 榛原調整水槽 4,400m3

５号調整水槽 5,600m3 相良調整水槽 8,800m3
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【牧之原揚水機場】

川口取水工

牧之原揚水機場

【
大
井
川
水
系
利
水
事
業
図
】

【国営牧之原農業水利事業計画一般平面図】
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調整・（㈱）カントー 東京都千代田区九段下1-11-2  TEL 03-3238-6011「この地図は、国土地理院の承諾を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号 平30情複、第715号）」
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事業によって発現した様々な効果
～牧之原用水の役割～
【事業による効果①】： 用途に応じた施設が整備されたことによる作業の効率化
これまでは雨水を貯めたり、遠い場所までくみに行ったりと、水を確保するまでの作業に多大な時間と労力を費

やしていました。事業実施後は、末端までの施設整備（関連事業含む）が図られたことで、形態や用途に応じた
利用が可能となり、水の確保やかん水に伴う労働時間が縮減され、作業効率が飛躍的に上がりました。

【事業実施前】

天水や、遠方まで水を運搬し、人の手でかん水

労働時間の削減・作業効率向上

【川口取水工】

【牧之原揚水機場】

【金谷吐水槽】

【各調整水槽】

【各ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ】

防 除 除 草

かん水
給水スタンド

ﾚｲﾝｶﾞﾝ

移動式ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ

かん水チューブ

【事業実施後】⇒ 末端までの施設整備

◆ 利用用途に合わせて水が使えるようになった

◆ 利用形態に応じたかん水が可能となった

給水栓
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【事業による効果②】： 適期・適量のかん水による品質の向上

必要時期や必要量に応じたかん水が可能になり、お茶の収穫量や品質が向上しました。また、従来種「やぶき

た」に代わる品種の育成など、茶品種の多様化を図る様々な取り組みが安定した水の確保によりできるようにな

りました。

安
定
し
た
水
の
供
給
に
よ
り
品
質
向
上

【事業実施後】⇒ 適期・適量のかん水が実現
【事業実施前】

【事業による効果③】： 凍霜害の防止効果

これまで悩まされ続けてきた凍霜害（初冬から早春に，夜間急激に起こる冷却によって発生する凍害と霜害を

合わせた被害）に対し、スプリンクラーによるかん水や防霜ファンを用いることで被害を軽減し、安定的な収量が

見込めるようになりました。

【事業実施前】

凍霜害により新芽が
枯れ収穫に遅れが生
じていた

【事業実施後】⇒ 凍霜害対策が可能となる

散水氷結法※を
用いることが可
能となり、被害
を軽減

凍
霜
害
の
軽
減
に
よ
り
収
量
安
定

不安定なかん水により

・品質が不均等

・収量が不安定

・品種が限定

【かん水による品質向上】 【干ばつ等影響回避】

【茶品種の多様化】

スプリンクラー・防霜ファンの設置

※散水によって茶葉を凍らせ、表面温度を保って被害を防ぐ方法
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お茶の発展の一方で進む施設の老朽化
～整備の必要性～

前歴事業で整備された施設により、安定的な収量の確保や品質の向上が図られる一方で、整備より数十年が経過
した施設の所々に老朽化の波が押し寄せます。牧之原地域の茶園地に日々用水を送り続ける中で重要な役目を担
うゲートやバルブの不具合、機器を的確に操作するための電気設備の耐用年数超過、材質が組み合わさることで管
水路に発生した腐食現象（C／Sマクロセル腐食）等、様々な施設に機能低下が生じ、用水の安定的な供給への支
障と施設の維持管理に多大な労力と費用を要する状況となりました。
このことより、漏水等による二次被害の防止と所定の機能を回復することで、牧之原地域における農業生産の維持

と農業経営の安定を将来につなげるための施設整備事業が動き出しました。

【調整水槽（ディスクバルブ）】

【幹線用水路】

拡大

腐食による
漏水事故

腐食によ
る漏水

農 業 用 水 の 供 給 に 支 障

所定の機能を維持・発揮できる更新が必要

漏
水
に
よ
り
バ
ル
ブ
制
御
が

困
難
と
な
り
、
水
槽
水
位
の

管
理
が
不
能
と
な
る

拡大

漏
水
に
よ
る
修
繕
費
の
増
加

及
び
二
次
被
害
の
誘
発
が
懸

念
さ
れ
る

◆腐食による漏水事故等の発生

◆経年劣化による機能低下

【水管理施設】

20
年
以
上
の
供
用
に
よ
る

経
年
劣
化
で
、
所
定
の
機

能
が
確
保
で
き
な
い

目地機能低下システムの不具合

【導水路】
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更新事業の内容と取り組み
～“特別監視制度”と“C／Sマクロセル腐食対策”～

計画された新しい事業は、単に
老朽化した施設を更新するという
ものではなく、「特別監視」という
制度のもと、十分な計画・検討を
行った上で必要に応じて工事が
行われました。
「特別監視制度」は、国が造成

した基幹水利施設のうち、施設機
能診断等の結果から、機能低下
が顕著な施設をピックアップし、
それらの施設を対象にした「監視
計画」を作成します。これに基づ
いた施設機能の監視を行うことで、
災害や事故リスクの高い箇所から
補修・補強を適時実施することで
必要最小限の対策で施設の機能
回復を図るという、現地の状況や
実態に応じた整備となります。
加えて、本地区の要所で確認さ

れた「C／Sマクロセル腐食」に対
しても、その現象が発生する原理
や構造を十分に調査・検討し、そ
の結果を反映させた対策工を施
すことで、整備後においても同腐
食の発生を最小限に抑えられるも
のとしています。

「特別監視制度」のイメージ

「特別監視」とは、事業実施中に行う施設機能監視について、①対
象施設、②監視頻度、③監視内容を盛り込んだ「監視計画」を作成
し、毎年度の実施状況や施設監視の結果に基づいて適宜見直しを行
うものです。

C／Sマクロセル腐食対策

①コンクリートの中の鉄筋と土の中のパイプ(鉄)が接
触すると、パイプを陽極、鉄筋を陰極とした電池のよ
うな状態となります。

②このとき、電流の流れにより、陽極のパイプから鉄
がイオンとなって溶け出して(腐食して)しまいます。土
壌を電池に見立てると、電池内の＋極から鉄が溶け
出すことにより電流を流しているとも言えます。

③これにより、パイプに穴が開いて、用水が漏水する
原因となります。

C/S(コンクリート/土壌)マクロセル腐食とは

【流電陽極方式】
鉄よりも溶けやすいマグネシウム等を土中に設置し、

パイプと電線で結び、電線を通じてパイプからマグネシ
ウムへ電流を流し、パイプの腐食を防ぐ手法です。土壌
を電池に見立てると、＋極が逆になり、－極のマグネシ
ウムが溶け出して電流を流す一方で、＋極となるパイプ
の鉄は腐食しなくなります。

【外部電源方式】
外部電源の陽極側を土中に設置した溶けにくい電極

に接続し、陰極側をパイプに接続して、土壌の中の電流
の向きを変えることにより、腐食を止める手法です。

C/S(コンクリート/土壌)マクロセル腐食対策

【従来の更新事業】

耐用年数や劣化
により地区全体
を更新

【特別監視制度】

災害・事故リ
スクの高い施
設に絞って対
策を実施

施設寿命

施設の長寿命化
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事業の実施内容
■国営造成土地改良施設整備事業「牧之原地区」概要

事業目的

牧之原地区の農業水利施設は、国営牧之原土地改良事業（昭和53年度～平成9年

度）により整備されたが、取水工及び揚水機場の一部は老朽化による施設機能の低下

が進行しているとともに、用水路についてはC/Sマクロセル腐食等による漏水が発生す

るなど施設の送水機能が低下しており、維持管理に多大な労力と費用を要している。

このため、国の「特別監視制度」を適用した施設整備を行うことで、施設機能の回復及

び維持管理の軽減を図り、品質の高い茶などの農業生産の維持及び農業経営の安定

に資するものである。

関 係 市 静岡県島田市、掛川市、御前崎市、菊川市、牧之原市

受益面積 5,145ha（茶園4,828ha、果樹園86ha、普通畑231ha）

事業内容

（対象施設）

川口取水工 1箇所

牧之原揚水機場 1箇所

用水路 92.4km

水管理施設 一式

工 期 平成23～30年度（8ヵ年）

駿 河 湾

概 要 図
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